
     Ｉ Ｍ Ｏ 第 ６ 回 無 線 通 信 及 び 捜 索 救 助 小 委 員 会  

   （ Ｃ Ｏ Ｍ Ｓ Ａ Ｒ ６ ） の 結 果 に つ い て  

  

                

  

 標 記 会 合 は 、 平 成 １ ４ 年 ２ 月 １ ８ 日 か ら ２ ２ 日 ま で 、

ロ ン ド ン の 国 際 海 事 機 関 (Ｉ Ｍ Ｏ )本 部 に お い て 開 催 さ れ

た 。 我 が 国 か ら は ８ 人 が 出 席 し た 。  

 今 次 会 合 に お け る 主 な 審 議 結 果 は 以 下 の と お り 。  

 

１ ． 緊 急 無 線 通 信 ： 誤 警 報 及 び 干 渉 （ 議 題 ７ 関 連 ）  

・ 経 緯 及 び 背 景  

 G M D S S誤 警 報 の 削 減 を 目 的 に 、 我 が 国 は 、 CO M S A R 4に 加

盟 国 政 府 が 受 信 し た 誤 警 報 及 び 不 適 切 な ID管 理 の 状 況 を

事 務 局 に 報 告 す る た め の CO M S A Rサ ー キ ュ ラ ー 及 び デ ー タ

収 集 の た め の 様 式 に 関 し 提 案 を 行 い 、原 則 賛 成 さ れ た が 、

継 続 し て 審 議 さ れ る こ と と な っ た 。そ こ で 、COM S A R 5で は 、

C O M S A R 4に 提 出 し た 様 式 を 基 に 検 討 し た 同 様 の 日 本 提 案

を 提 出 し 、 デ ー タ の 収 集 に ま ず 着 手 す る こ と が 重 要 で あ

る 旨 の 主 張 を 行 い 、 テ イ ク ノ ー ト さ れ た 。  

 C O M S A R 5で は 、収 集 の た め の 様 式 に つ い て 、ノ ル ウ ェ ー

提 案 と あ わ せ て 検 討 さ れ た が 、 慎 重 な 対 応 を 要 求 す る 意

見 が 多 数 を 占 め た た め 、 本 件 を 検 討 す る コ レ ス ポ ン デ ン

ス グ ル ー プ が 設 置 さ れ 、 そ こ で 合 意 さ れ た 様 式 が 今 次 会

合 に 提 出 さ れ た 。  

・ 審 議 結 果  

 コ レ ス ポ ン デ ン ス グ ル ー プ か ら の 報 告 に つ い て 、 多 く

の 国 か ら 支 持 が あ っ た 。  

 主 管 庁 が 収 集 し た デ ー タ の 報 告 に つ い て 審 議 が な さ れ 、

警 報 シ ス テ ム 毎 に 報 告 を 行 う こ と 、 即 ち 、 イ ン マ ル サ ッ

ト に つ い て は 、主 管 庁 か ら イ ン マ ル サ ッ ト 機 構 へ 、 406 M H

z  E P I R Bに つ い て は 主 管 庁 か ら コ ス パ ス・サ ー サ ッ ト 機 構

へ そ れ ぞ れ 報 告 し 、各 機 構 が そ れ ぞ れ 取 り ま と め た 上 、 I

M Oに 報 告 す る こ と と な っ た 。 ま た 、 デ ジ タ ル 選 択 呼 出 装

置 （ DS C） に つ い て は 、 各 主 管 庁 が 直 接 IM Oに 報 告 す る こ

と と な っ た 。  

  

２ ． 船 橋 間 無 線 通 信 （ 議 題 ９ 関 連 ）  

・ 経 緯 及 び 背 景  

 C O M S A R 5に お い て 、フ ラ ン ス は VHF / C h 1 6の 聴 取 義 務 が 20



0 5年 に な く な る こ と か ら 、 そ の 後 の 船 橋 間 通 信 を 行 う 手

段 に つ い て 検 討 す る こ と を 提 案 し 、 今 次 会 合 か ら 議 論 が

開 始 さ れ る こ と と な っ た 。ま た 、 MS C 7 4で は オ ラ ン ダ と デ

ン マ ー ク か ら 、SOL A S条 約 第 Ⅳ 章 12. 3規 則 で 規 定 さ れ る VH

F / 1 6 C hの 聴 取 義 務 打 ち 切 り 期 日 と 、 MS C . 7 7 ( 6 9 )で 規 定 さ

れ る 期 日 の 間 に 不 一 致 が 生 じ て お り 、COM S A R 5で 策 定 さ れ

た SOL A S条 約 第 Ⅳ 章 12. 3規 則 の 改 正 案 で は 、VHF / C h 1 6聴 取

義 務 の 終 了 日 に つ い て「 も し く は 、 MSCで 決 定 さ れ た 別 の

日 ま で 」 を ブ ラ ケ ッ ト を 付 し て 、 整 合 を と る こ と を 今 次

会 合 で 要 請 さ れ て い る 。  

 米 国 は 、200 5年 2月 1日 以 降 も SOA L S船 舶 の Ch1 6の 聴 取 要

件 を 延 長 す る こ と 、 非 SO L A S船 舶 が 直 接 SO L A S船 舶 に 呼 び

出 し を 必 要 と し た 場 合 、音 声 呼 び 出 し に よ り SOA L S船 舶 を

呼 び 出 す こ と が 可 能 で あ り 、 そ の 使 用 可 能 な 周 波 数 が あ

る 場 合 に は 、 最 終 撤 廃 日 を 決 定 す る こ と を 再 評 価 す る こ

と 等 を MSCに 助 言 す る こ と を 要 請 し た 。  

 ま た 、デ ン マ ー ク は じ め 欧 州 各 国 は 、 MSC 6 9で 決 定 し た

VHF / C h 1 6の 聴 取 義 務 の 終 了 日 を 守 り 、MSC 7 4で ブ ラ ケ ッ ト

が 付 さ れ た「 も し く は MSCで 決 定 さ れ た 別 の 日 ま で 」を 削

除 す る こ と を 提 案 し た 。  

・ 審 議 結 果  

 英 国 は 、 非 SO L A S船 に つ い て GM D S S設 備 の 搭 載 を 推 進 す

る た め に も 、 漫 然 と VH F / C h 1 6の 聴 取 を 行 う わ け に は い か

な い 、確 固 と し た 終 了 日 を 周 知 す べ き で あ る と 主 張 し た 。

ギ リ シ ャ 等 、 欧 州 各 国 は 、 こ れ を 支 持 し た 。  

 一 方 、 我 が 国 は GM D S S船 と 非 GM D S S船 と の 通 信 が 確 保 で

き な い 恐 れ が あ る と の 理 由 で 米 国 提 案 を 支 持 し た 。  

 英 国 を は じ め と す る 欧 州 提 案 と 、 米 国 提 案 が 対 立 し た

た め 、妥 協 案 で あ る 以 下 の 内 容 が 盛 り こ ま れ た MSC決 議 案

が 示 さ れ た 。  

① 聴 取 義 務 の 終 了 日 を 記 載 し な い 。  

② 状 況 の 再 評 価 を 明 記 す る （ 200 5年 ま で に ） 。  

③ V H F / D S Cの 早 期 導 入 に 向 け て 関 係 者 は 最 大 限 の 努 力 す

る 。  

④ 現 在 の 決 議 MSC . 7 7 ( 6 9 )を 廃 止 す る 。  

 上 記 内 容 に よ り 、各 国 が 大 筋 で 合 意 し 、新 た な MSC決 議

案 が 作 成 さ れ 、 MSC 7 5で 承 認 の た め 、提 出 さ れ る こ と と な

っ た 。  

 

 



３ ． 海 上 保 安 関 連 （ 議 題 ２ １ 関 連 ）  

－  AI Sの ロ ン グ レ ン ジ 化  －  

・ 経 緯 及 び 背 景  

 昨 年 ９ 月 １ １ 日 に 米 国 で 発 生 し た 同 時 多 発 テ ロ 事 件 を

受 け 、 本 年 ２ 月 、 第 75回 海 上 安 全 委 員 会 テ ロ 対 策 中 間 作

業 部 会 が 開 催 さ れ た 。  

 本 中 間 作 業 部 会 に は 、米 国 か ら 船 舶 自 動 識 別 装 置 (AI S )

の 搭 載 前 倒 し 、AISの ロ ン グ レ ン ジ 化 等 に つ い て 提 案 が あ

り 、 AISの ロ ン グ レ ン ジ 化 に つ い て 、今 次 会 合 で 検 討 す る

こ と が 要 請 さ れ た 。  

・ 審 議 結 果  

 ロ ン グ レ ン ジ 化 に 適 し た AISシ ス テ ム は 、イ ン マ ル サ ッ

ト Cを 用 い る こ と で あ る こ と が 合 意 さ れ た 。イ ン マ ル サ ッ

ト Cを 用 い た ロ ン グ レ ン ジ AI Sに つ い て 審 議 が 行 わ れ た 結

果 、事 務 局 に 対 し て 、 ITU - Rの 作 業 部 会 及 び 国 際 海 事 衛 星

機 構 （ IM S O） に 対 し 、 次 の 点 に つ い て 連 絡 を 取 る よ う 、

指 示 が な さ れ た 。  

 ・ AIS装 置 を ロ ン グ レ ン ジ の 通 信 装 置 に 接 続 し た 際 の デ

  ー タ 通 信 の 可 能 性  

 ・ MF/ H Fと イ ン マ ル サ ッ ト の 基 準 を 見 直 す 必 要 性  

  ま た 、 イ ン マ ル サ ッ ト を 補 足 す る よ う な 極 軌 道 衛 星

の 利 用 も 検 討 し 、 こ の よ う な シ ス テ ム の 提 出 を 求 め る

情 報 提 供 を 呼 び か け る こ と と し た 。な お 、 AIS装 置 と 接

続 す る イ ン タ ー フ ェ イ ス の 標 準 化 を 行 い 、DSC装 置 や イ

ン マ ル サ ッ ト 装 置 な ど の 関 係 で I T U勧 告 を 修 正 し て い

く 方 針 が 示 さ れ た 。  

 

４ ． NAV T E X設 備 の 性 能 基 準 の 改 訂  

・ 経 緯 及 び 概 要  

 英 国 は 、NAV T E X設 備 の 性 能 要 件 を 規 定 す る 総 会 決 議 A.5

2 3 ( 1 3 )に つ い て 、 非 印 刷 装 置 を 認 め る 、 用 紙 印 刷 以 外 の

保 管 手 段 を 認 め る 等 の 改 正 提 案 を 行 っ た 。  

・ 審 議 結 果  

 必 要 な 情 報 、 出 力 方 式 、 メ ッ セ ー ジ メ モ リ ー の 容 量 等

に 係 る 性 能 基 準 の 改 正 が 確 認 さ れ た が 、最 終 化 に 至 ら ず 、

次 回 会 合 で 継 続 し て 審 議 す る こ と と な っ た 。  

 

 


